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今回の 作品は ､ 2 0 1 4 年に行う本公演の ため の試演会であり､ 劇団半烏
~t ネ ク ス ト ス タ ン 軒

■
ドを確立する為の意思表明で もあります ｡ 我 々 は劇団を

｢
演劇を進化させ る コ ミ ュ ニ テ ィ ｣ だ と考えます｡

そ して ア
ー

ト コ ミ ュ ニ テ ィ に は ､ 人材と い う文化資汲を耕すこ と痴必要です ｡ 作品創作者 ｢ 点｣ と す る ならば ､ 思想や哲学に裏打ちされた ス タ イ ル の確立や ､ 創造性を持ち ､ 時代を映す鏡 と して 機能

しうる人材の 育成は ､ 永続的な ｢ 線｣ の 活動と言えます｡ 串劇におけ る創造性とは/ 与えられ るもの で も､ 数えられるも の で もありま せん ｡ 自身の時間を最大限に活用し ､

の 中 に芽生えるもの です ｡ 己の 中の ｢ 強烈な欲望｣ を章議†ヒL 七先 に ､ 現在も運命して い る ｢ 演劇の 自己満足化 ｣ に歯止めをかけ る人材が生まれ
欲望に気付きます ｡ 欲望 に気付く こ と で ､ 進化するヱセが出来るゅです｡ き丸ならば ､ 集団が欲望に気付い た とき､ そ の集団は進化し ､ 活動は

年に精成 4 年目を迎えます｡ そ して ｢ 他者の貢斎を袖霧イヒする ｣ と小片新たなス テ
ー

ジ に向かう事を決めました｡ 抽象化の 先にある
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｢ 進化した演劇(

ポ 助成 :( 公財) 仙台市市民文化事業団 協力 : せ んだ い 演劇工 房10 - B O X / S t u dio +1

創作を繰り返 すこ と で自分
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構成 ･

;案出 野 々下草

出演 野々 下草 本田椋 飯沼由和 豊島妻 ( 以上仙台シ "
一 ラボ) 佐 々 木俊平 工藤大
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叛受付開始 ･ 当日券販売†ま円満 のヰ5 分詞 ､ 印篭 は 開演 の30 分前 .

チ ケ ッ ト料金

†日時指虐 全席自由l
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般 : 前 売 1 .8 00 円/ 当日 乙3∝I 円

学 生 : 前 売 1 , 2 0 0 円 / 当日 1 . 7 0 0 円

高校生以下 二 無料( 各国中込先纏2 0 名)

薬学生の 方は 当日､ 学生証 をお持ち くだ書 い ｡

会場
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F 仙台シ ア タ ー ラ ボ の 軌跡J 佐 々 木隆二写真展

本 公演期間中､ 写 真家 佐々木隆二 氏が撮影 した

仙 台 シ ア タ ー ラ ボ全公演の写真を展示 い た し ます.
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ト ー ク セ ッ シ ョ ン F 演劇集団の行方J

日 時 : 2 月 2 2 日( 即 1 4 : ∞ の匝終演後 ( 約1 時 剛

参加♯: 無料 ト
ー クセ ッ シ ョ ン の みの 御観覧も可能 で す ｡

出演 : 野々 下草 津野正樹 鞍山真【T 血 tr e G r o u p
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ま た 淵 の 手


